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市債�
961,800（5.5％）�
市債�
961,800（5.5％）�

歳  出� 歳  入�

17,394,824

（単位：万円）�

17,452,875

（単位：万円）�

市税�
8,084,258�
（46.3％）�

市税�
8,084,258�
（46.3％）�

諸収入�
2,369,599�
（13.6％）�

諸収入�
2,369,599�
（13.6％）�

国庫支出金�
1,814,627�
（10.4％）�

国庫支出金�
1,814,627�
（10.4％）�

その他�
4,222,591�
（24.2％）�

土木費�
3,858,239�
（22.2％）�

土木費�
3,858,239�
（22.2％）�

民生費�
3,831,919�
（22.0％）�

民生費�
3,831,919�
（22.0％）�

公債費�
3,094,058�
（17.8％）�

公債費�
3,094,058�
（17.8％）�

教育費�
2,088,308�
（12.0％）�

教育費�
2,088,308�
（12.0％）�

総務費�
1,923,284�
（11.1％）�

総務費�
1,923,284�
（11.1％）�

その他�
2,599,016�
（14.9％）�

市
は
年
２
回
、
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
昨
年
１１

月
３０
日
に
公
表
し
た
、平
成
１２
年
度
決
算
と
平
成
１３
年
度
上
半
期（
１３

年
４
月
１
日
〜
９
月
３０
日
）
の
状
況
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
市
立
中
央
病
院
な
ど
公
営
企
業
の
状
況
は
表
①
の
と
お
り

で
す
。
問
合
せ
は
財
政
課
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
４
２
２
）
へ
。

平
成
１２
年
度
決
算
の
概
要

は
、
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
１

７
４
５
億
２
８
７
５
万
円
に
対

し
、
歳
出
１
７
３
９
億
４
８
２

４
万
円
で
、
差
し
引
き
５
億
８

０
５
１
万
円
の
剰
余
と
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
繰
越
事
業
費

１３
億
２
７
６
３
万
円
の
充
当
財

源
と
し
て
、
２
億
８
３
６
５
万

円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
い

る
た
め
、
実
質
的
に
は
２
億
９

６
８
６
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
般
会
計
の
決
算
額
の
内
容

は
図
①
の
と
お
り
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税

収
入
８
０
８
億
４
２
５
８
万
円

（
構
成
比
４６
・
３
％
）
、
諸
収

入
２
３
６
億
９
５
９
９
万
円

（
１３
・
６
％
）
で
す
。
歳
出
の

主
な
も
の
は
、
土
木
費
３
８
５

億
８
２
３
９
万
円（
構
成
比
２２
・

２
％
）
、
民
生
費
３
８
３
億
１

９
１
９
万
円
（
２２
・
０
％
）
、

公
債
費
３
０
９
億
４
０
５
８
万

円
（
１７
・
８
％
）
で
す
。

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、

人
件
費
や
物
件
費
な
ど
の
消
費

的
経
費
が
８
８
７
億
３
７
０
１

万
円
（
構
成
比
５１
・
０
％
）
、

公
共
施
設
の
新
設
改
良
な
ど
の

投
資
的
経
費
が
２
７
０
億
５
６

３
１
万
円
（
１５
・
６
％
）
、
そ

の
他
経
費
が
５
８
１
億
５
４
９

２
万
円
（
３３
・
４
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
一
般
会
計
の
決
算
額

を
市
民
１
人
当
た
り
で
考
え
る

と
、
行
政
に
か
か
る
総
経
費
３９

万
５
１
６
３
円
に
対
し
て
、
市

税
負
担
額
は
１８
万
３
６
５
２
円

で
す
。

次
に
、
特
別
会
計
で
は
、
国

民
健
康
保
険
な
ど
１２
会
計
合
計

が
歳
入
９
３
３
億
４
５
７
８
万

円
に
対
し
、
歳
出
９
０
７
億
３

４
８
７
万
円
で
、
差
し
引
き
２６

億
１
０
９
１
万
円
の
剰
余
と
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
公
共
下

水
道
建
設
事
業
な
ど
の
繰
越
事

業
費
３
億
７
３
５
０
万
円
の
充

当
財
源
と
し
て
７
２
１
５
万
円

を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
い
る

た
め
、
実
質
的
に
は
２５
億
３
８

７
６
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

実
質
収
支
の

黒
字
を
維
持

震
災
復
興
事
業
は
仕
上
げ
の

時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
介

護
保
険
事
業
や
県
か
ら
移
管
さ

れ
た
保
健
所
業
務
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
震
災
に
伴
い
発
行

し
た
起
債
の
元
金
償
還
が
本
格

化
し
て
い
る
た
め
公
債
費
が
増

嵩
（
ぞ
う
こ
う
）
し
、
平
成
１２

年
度
の
一
般
会
計
は
前
年
度
に

比
べ
、
歳
入
０
・
２
％
増
、
歳

出
１
・
１
％
増
と
い
う
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
収

入
は
、
課
税
人
口
が
震
災
前
を

上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
景
気

低
迷
や
恒
久
的
減
税
に
よ
り
、

総
額
と
し
て
は
前
年
度
を
約
２０

億
円
下
回
り
ま
し
た
。し
か
し
、

地
方
交
付
税
や
利
子
割
交
付
金

の
大
幅
な
増
収
や
基
金
の
取
り

崩
し
、
さ
ら
に
予
算
の
効
率
的

な
執
行
に
努
め
、
実
質
収
支
の

黒
字
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
の
財

政
運
営
を
見
通
し
た
場
合
、
長

期
の
景
気
低
迷
に
よ
る
個
人
所

得
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、
市
税

収
入
の
伸
び
が
あ
ま
り
期
待
で

き
な
い
状
況
に
あ
り
、
公
債
費

の
累
増
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
直
面
す
る
も
の
と
予
測

し
て
い
ま
す
。

西
宮
税
務
署
は
、
平
成
１３
年

分
確
定
申
告
の
相
談
会
場
を
設

け
ま
す
�
左
表
参
照
。
近
畿
税

理
士
会
西
宮
支
部
の
税
理
士
が

申
告
書
の
作
成
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

相
談
無
料
。

確
定
申
告
期
間
中
（
２
月
１６

日
〜
３
月
１５
日
。
土
・
日
曜
は

休
み
）
の
税
務
署
窓
口
は
大
変

混
雑
し
、
待
ち
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
き
る

だ
け
相
談
会
場
を
利
用
し
、
お

早
め
に
申
告
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い（
来
場
者
多
数
の
場
合
、

途
中
で
受
付
を
終
了
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
）
。
相
談
会
場
で

申
告
書
の
受
付
も
行
い
ま
す
。

な
お
、
不
動
産
や
株
式
の
譲

渡
、贈
与
税
な
ど
に
つ
い
て
は
、

西
宮
税
務
署
資
産
課
税
部
門
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
２
月
１８
日

以
降
、
ア
ピ
ア
ホ
ー
ル
で
の
相

談
可
）
。
ま
た
、
ア
ピ
ア
ホ
ー

ル
で
は
、
医
療
費
控
除
な
ど
の

還
付
申
告
の
た
め
の
「
還
付
申

告
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
併
設
し

ま
す
（
２
月
１
日
〜
１５
日
）
。

問
合
せ
は
西
宮
税
務
署
（
０

７
９
８
・
３
４
・
３
９
３
０
）

へ
。
相
談
会
場
に
は
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

税
理
士
に
よ
る

譲
渡
所
得
の
相
談
会

税
理
士
に
よ
る
譲
渡
所
得
の

相
談
会
が
、
プ
レ
ラ
に
し
の
み

や
４
階
（
高
松
町
）
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
相
談
無
料
。
た
だ

し
、
確
定
申
告
書
な
ど
の
作
成

は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
問
合
せ
は
西
宮
税
務
署

（
０
７
９
８
・
３
４
・
３
９
３

０
）
へ
。

★
日
程

２
月
５
日
〜
８
日
。

受
付
時
間
は
午
前
９
時
半
〜
午

後
３
時
半

★
対
象

平
成
１３
年
中
に
土

地
や
建
物
を
売
却
し
た
人
な
ど

表① 公営企業の状況

中
央
病
院

水

道

市
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
よ
り
滅
失
・
損
壊
し
た
家
屋

（
被
災
家
屋
）
の
代
わ
り
に
取

得
し
た
家
屋
（
代
替
家
屋
）
の

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
を

次
の
と
お
り
軽
減
し
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
資
産
税
課

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
２
２

６
）
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

代
替
家
屋
は
、
平
成
７
年
１
月

１７
日
か
ら
１７
年
３
月
３１
日
ま
で

に
取
得
し
た
も
の
に
限
り
ま

す
。
な
お
、
市
の
新
築
家
屋
調

査
の
際
に
、
す
で
に
申
告
書
を

提
出
し
て
い
る
人
は
、
再
度
の

手
続
き
は
不
要
で
す
。

【
軽
減
内
容
】
代
替
家
屋
に

か
か
る
税
額
の
う
ち
、
被
災
家

屋
の
課
税
床
面
積
相
当
分
に
つ

い
て
、
最
初
の
４
年
度
間
は
２

分
の
１
を
減
額
、
そ
の
後
２
年

度
間
は
３
分
の
１
を
減
額
。
適

用
期
間
は
代
替
家
屋
の
取
得
後

６
年
間

【
適
用
要
件
な
ど
】
①
被
災

家
屋
を
解
体
ま
た
は
売
買
な
ど

処
分
し
て
い
る
こ
と

②
被
災

家
屋
は
市
外
も
可

③
代
替
家

屋
は
新
築
・
中
古
の
い
ず
れ
も

可
。
ま
た
、
損
壊
し
た
家
屋
の

一
部
を
解
体
撤
去
し
、
そ
の
部

分
に
増
築
を
行
っ
た
場
合
、
そ

の
増
築
部
分
は
代
替
家
屋
と
み

な
し
ま
す

④
代
替
家
屋
は
原

則
と
し
て
被
災
家
屋
と
同
じ
用

途
に
限
り
ま
す

⑤
代
替
家
屋

の
所
有
者
が
次
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
こ
と
▽
被
災
家
屋
の
所
有

者
本
人
▽
被
災
家
屋
の
所
有
者

の
相
続
人
▽
被
災
家
屋
の
所
有

者
の
３
親
等
内
の
親
族
（
被
災

家
屋
の
所
有
者
本
人
の
居
住
の

た
め
、
本
人
に
代
わ
っ
て
住
宅

を
建
て
た
場
合
に
限
る
）
▽
被

災
家
屋
の
所
有
者
（
法
人
）
の

合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
合
併

法
人※

被
災
家
屋
の
所
有
者
…
平

成
７
年
１
月
１６
日
現
在
の
所
有

者
※
被
災
家
屋
が
賃
貸
家
屋
の

場
合
、
借
家
人
は
所
有
者
要
件

に
該
当
し
な
い
の
で
、
こ
の
特

例
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん

工
業
用
水
道

市
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
決
算
に
基
づ

く
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）
を
作

成
し
ま
し
た
。
平
成
１２
年
度
（
１３
年
３
月
３１

日
現
在
）
に
お
け
る
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
�
左
下
表
参
照
。
ま
た
、
平
成
１２
年
度
中

に
提
供
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
表
す

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
は
行
財
政
改
善
担
当
課（
０
７
９
８
・

３
５
・
３
４
８
５
）
へ
。

貸
借
対
照
表
は
、
発
生
主
義

に
基
づ
く
企
業
会
計
方
式
を
取

り
入
れ
、
資
産
や
負
債
な
ど
の

ス
ト
ッ
ク
状
況
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
で
す
。
現
金
主
義
に
よ

る
単
年
度
の
収
支
を
対
比
し
た

現
在
の
会
計
方
式
で
は
表
れ
な

い
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
新
し
い

財
政
分
析
資
料
と
い
え
ま
す
。

本
市
は
、
総
務
省
が
示
し
た

統
一
基
準
に
従
い
、
昭
和
４４
年

度
以
降
の
普
通
会
計
に
お
け
る

決
算
統
計
の
デ
ー
タ
を
使
用
し

た
簡
便
法
で
作
成
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
統
一
基
準
が
一
部

修
正
さ
れ
た
た
め
、
前
年
度
数

値
も
修
正
し
て
い
ま
す
。

平
成
１２
年
度
の
本
市
の
資
産

は
７
１
０
６
億
円
で
す
。
内
訳

は
、
土
地
や
建
物
な
ど
の
有
形

固
定
資
産
が
６
３
３
７
億
円
、

貸
付
金
な
ど
の
投
資
等
が
６
１

０
億
円
、
現
金
・
預
金
な
ど
の

流
動
資
産
が
１
５
９
億
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
有

形
固
定
資
産
の
内
訳
を
行
政
目

的
別
に
見
る
と
、
街
路
・
公
園

と
い
っ
た
都
市
計
画
施
設
や
災

害
復
興
住
宅
を
含
む
土
木
費
が

４
１
１
８
億
円
で
最
も
多
く
、

学
校
教
育
施
設
な
ど
の
教
育
費

１
３
２
９
億
円
、
ご
み
処
理
施

設
な
ど
の
衛
生
費
５
２
７
億
円

と
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
負
債
は
３
４

３
５
億
円
で
、
資
産
形
成
の
ほ

ぼ
半
分
を
借
入
金
な
ど
に
頼
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

内
訳
は
、
地
方
債
な
ど
の
固
定

負
債
が
３
２
３
４
億
円
、
流
動

負
債
（
翌
年
度
償
還
予
定
の
地

方
債
）
が
２
０
１
億
円
で
、
地

方
債
の
借
入
残
額
は
固
定
負
債

と
流
動
負
債
を
合
わ
せ
２
９
３

２
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
産
か
ら
負
債
を
差

し
引
い
た
正
味
資
産
（
民
間
企

業
の
「
資
本
」
に
相
当
）
は
３

６
７
０
億
円
で
す
。

な
お
、
市
民
１
人
当
た
り
に

換
算
す
る
と
、
資
産
は
１
６
５

万
円
、
負
債
は
８０
万
円
、
正
味

資
産
は
８５
万
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
１１
年
度
と
比
較
す
る
と
、

資
産
は
２５
億
円
（
０
・
４
％
）

の
増
加
、
負
債
は
４３
億
円（
１
・

２
％
）
の
減
少
、
正
味
資
産
は

６８
億
円
（
１
・
９
％
）
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１３
年
度
の
予
算
額
は
、

１３
年
９
月
３０
日
現
在
、
一
般
会

計
１
５
８
３
億
６
６
１
４
万

円
、
特
別
会
計
９
８
７
億
４
５

２
７
万
円
で
、
総
額
２
５
７
１

億
１
１
４
１
万
円
で
す
。
こ
れ

は
当
初
予
算
と
比
べ
、
３４
億
１

９
８
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
分
１７
億
１
１
３

万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

実
質
的
に
は
１７
億
１
８
６
７
万

円
を
補
正
増
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

補
正
の
主
な
も
の
は
、
一
般

会
計
で
は
、
歳
出
で
、
土
木
費

６
億
７
４
１
７
万
円
、
総
務
費

１
億
２
２
１
３
万
円
、
民
生
費

１
億
７
０
１
万
円
な
ど
を
増
額

し
、
歳
入
で
、
繰
入
金
２
億
３

１
９
４
万
円
、
財
産
収
入
１
億

７
５
８
３
万
円
な
ど
を
増
額
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
特
別
会
計

で
は
、
介
護
保
険
４
億
７
９
１

５
万
円
、
老
人
保
健
医
療
事
業

２
億
８
７
０
２
万
円
な
ど
を
増

額
し
て
い
ま
す
。

平
成
１３
年
度
上
半
期
に
お
け

る
一
般
会
計
の
状
況
は
表
②
の

と
お
り
で
す
。

収
入
は
、
市
税
４
５
９
億
９

６
７
２
万
円
（
執
行
率
５６
・
１

％
）
、
諸
収
入
４４
億
５
３
８
５

万
円
（
２４
・
５
％
）
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
繰
越
金

は
前
年
度
か
ら
の
決
算
剰
余
金

な
ど
が
収
入
さ
れ
た
た
め
、
５

億
８
０
５
１
万
円
（
２
０
４
・

７
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
は
、
民
生
費
１
５
６
億

３
９
２
６
万
円
（
執
行
率
３９
・

２
％
）
、
公
債
費
１
１
２
億
５

９
２
３
万
円
（
３８
・
６
％
）
、

土
木
費
８２
億
９
６
４
１
万
円

（
２６
・
７
％
）
な
ど
で
す
。

次
に
、
特
別
会
計
で
は
、
国

民
健
康
保
険
が
収
入
９０
億
７
６

６
２
万
円（
執
行
率
３４
・
６
％
）

と
支
出
１
１
１
億
４
０
万
円

（
４２
・
３
％
）
、
下
水
道
事
業

が
収
入
３０
億
１
５
１
２
万
円

（
１７
・
４
％
）
と
支
出
６２
億
７

２
１
３
万
円
（
３６
・
２
％
）
、

老
人
保
健
医
療
事
業
が
収
入
１

３
８
億
９
２
７
５
万
円
（
４０
・

０
％
）
と
支
出
１
５
８
億
６
４

４
万
円
（
４５
・
５
％
）
、
介
護

保
険
が
収
入
４５
億
１
６
６
９
万

円
（
３２
・
５
％
）
と
支
出
４８
億

９
４
４
９
万
円
（
３５
・
３
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
債
と
公
有
財
産

市
債
の
現
在
高
は
、
一
般
会

計
が
２
８
６
９
億
３
７
３
６
万

円
、
特
別
会
計
が
下
水
道
事
業

な
ど
４
会
計
で
１
１
９
８
億
６

９
８
３
万
円
で
す
。

公
有
財
産
は
、
土
地
が
８
６

３
万
５
８
６
３
平
方
㍍
、
建
物

が
１
５
５
万
４
１
７
８
平
方
㍍

あ
り
、
評
価
総
額
は
有
価
証
券

な
ど
を
含
め
て
９
２
２
３
億
９

万
円
で
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
人

的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス

と
い
っ
た
資
産
の
形
成
に
つ
な

が
ら
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
要
し
た
コ
ス
ト

と
、
そ
の
財
源
と
し
て
の
収
入

状
況
な
ど
を
把
握
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

コ
ス
ト
の
範
囲
は
、
市
民
に

提
供
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
経

費
の
う
ち
、
資
産
形
成
に
つ
な

が
る
も
の
を
除
い
た
現
金
支
出

に
有
形
固
定
資
産
の
減
価
償
却

費
や
市
税
な
ど
の
不
納
欠
損

額
、
職
員
の
退
職
給
与
引
当
金

な
ど
の
非
現
金
支
出
を
加
え
た

費
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１２
年
度
の
コ
ス
ト
の
総

額
は
１
３
０
３
億
円
で
す
。
内

訳
は
、
扶
助
費
な
ど
の
「
移
転

支
出
的
な
コ
ス
ト
」
が
４
５
４

億
円
、
人
件
費
な
ど
の
「
人
に

か
か
る
コ
ス
ト
」
が
４
０
６
億

円
、
物
件
費
な
ど
の
「
物
に
か

か
る
コ
ス
ト
」が
３
４
６
億
円
、

「
そ
の
他
の
コ
ス
ト
」
が
９７
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
収
入
は
１
３
３
８
億

円
で
、
国
県
支
出
金
が
２
０
０

億
円
、
使
用
料
・
手
数
料
等
が

１
１
５
億
円
、
市
税
な
ど
の
一

般
財
源
が
１
０
２
３
億
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

表② 平成１３年度上半期一般会計の状況（平成１３年９月３０日現在）

予算現額１５８３億６６１４万円〈うち繰越分１３億２７６３万円〉

（単位：万円）

執行率

４４．５％

３７．５

３９．２

４１．３

１７．５

３５．７

７１．４

２６．７

４２．９

３９．７

５０．３

３８．６

８９．６

０．０

３８．４％

支出済み額

４５，５０４

５４６，８６９

１，５６３，９２６

５０３，９６２

８，５４０

４，１２１

１８５，７８２

８２９，６４１

１９７，３８４

７６４，３３２

７９０

１，１２５，９２３

３０３，０００

０

６，０７９，７７４

科 目

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

歳 出（単位：万円）

執行率

５６．１％

３２．１

５８．６

５３．０

４１．０

０．０

３６．８

９６．０

４０．８

４７．９

３８．１

４４．８

２０．１

１４．４

２６．０

１２４．９

０．１

２０４．７

２４．５

０．０

４３．６％

収入済み額

４，５９９，６７２

２７，６９１

１７１，４７７

１８５，２３５

８，４９２

０

２５，４０６

３３０，９５１

３５４，６７５

３，８３４

５２，３９７

２６３，９８９

２８０，３２１

７７，９３０

１４，８７１

３，０９８

６８２

５８，０５１

４４５，３８５

０

６，９０４，１５７

科 目

市 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
特別地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
市 債

合 計

歳 入

開設期間

２月１日～２８日

２月１日
～３月８日

３月４日～１２日

２月５・６日

２月７・８日

※土・日曜、祝日は休み�受付時間は
午前９時半～１１時と午後１時半～３

時半（塩瀬支所・山口支所は午前１０

時～１１時と午後１時半～３時半）

相談会場

ＪＡ兵庫六甲西宮支店
２階（江上町）

アピアホール（宝塚市、
阪急逆瀬川駅前）

西宮商工会館（櫨塚町）

塩瀬支所

山口支所

普通会計における貸借対照表
（単位：万円）

平成１２年度

２７，３０７，１３８

１，９９８，８３３
０

１，９９８，８３３
２，９７９，７０１

５４，０８７
３２，３３９，７５９

２，０１４，２３５

０
２，０１４，２３５

３４，３５３，９９４

１５，２９９，４９１

５０４，１２８

２０，８９８，７８６

３６，７０２，４０５

７１，０５６，３９９

※出納整理期間（翌年度４月～５月）における入金と出金も、年度内に収支したものとして処理している

平成１１年度

２８，７４４，００７

１，２５３，１７４
０

１，２５３，１７４
２，９５３，４６８

５２，４４３
３３，００３，０９２

１，７８５，０３４

０
１，７８５，０３４

３４，７８８，１２６

１５，３４６，８０６

５０８，１７８

２０，１５８，３３５

３６，０１３，３１９

７０，８０１，４４５

貸 方

【負債の部】

１．固 定 負 債
（１）地 方 債
（２）債務負担行為

①物件の購入等
②債務保証または
損失補償

債務負担行為計
（３）退職給与引当金
（４）そ の 他

①預かり敷金
固定負債合計

２．流 動 負 債
（１）地方債翌年度償還

予定額
（２）翌年度繰上充用金
流動負債合計

負債合計

【正味資産の部】

１．国庫支出金

２．県 支 出 金

３．一般財源等

正味資産合計

負債・正味資産合計

平成１２年度

１，４３４，０４８
８５３，０８８
５，２６８，３７８
１５，４７０
６０９

２５，５６１
４１，１８１，１４１
５２１，６１８

１３，２９１，０１７
７７９，１９４

６３，３７０，１２４
（３２，９５５，８５５）

１，９６３，３７１
２，５５６，６５７

５６４，２０６
１，０００，０００
１２，２００

１，５７６，４０６
６，０９６，４３４

２６５，５２４
５１３，１３２
６５，０５０
８４３，７０６

６３７，２０４
１０８，９３１
７４６，１３５
１，５８９，８４１

７１，０５６，３９９

平成１１年度

１，１９５，３７７
８７６，２１３
５，３００，５１９
１６，１９６
９８３
２，８７８

４０，４３４，４０１
５４８，１６４

１３，０４４，２６５
７７４，７８４

６２，１９３，７８０
（３２，６１５，５７４）

１，８６４，６９２
３，２３９，４８３

５７６，５８４
１，０００，０００
９，７００

１，５８６，２８４
６，６９０，４５９

２２６，１３１
７５５，５６６
２１５，２４２
１，１９６，９３９

６２１，８０８
９８，４５９
７２０，２６７
１，９１７，２０６

７０，８０１，４４５

借 方

【資産の部】

１．有形固定資産
（１）総 務 費
（２）民 生 費
（３）衛 生 費
（４）労 働 費
（５）農林水産費
（６）商 工 費
（７）土 木 費
（８）消 防 費
（９）教 育 費
（１０）そ の 他
有形固定資産合計
（うち土地）

２．投 資 等
（１）投資及び出資金
（２）貸 付 金
（３）基 金

①特定目的基金
②土地開発基金
③定額運用基金
基 金 計

投資等合計

３．流 動 資 産
（１）現金・預金

①財政調整基金
②減 債 基 金
③歳 計 現 金
現金・預金計

（２）未 収 金
①地 方 税
②そ の 他
未 収 金 計

流動資産合計

資産合計

（前年度同期）

４万６４４９人

２５３．８人

１１万４９８０人

９１９．８人

３０億３５３１万円

３１億２７８２万円

１９万７６８戸

４２万３１０３人

１６万３５９５�
５６億７５０２万円

４８億７７５５万円

５５所

４万２５５６�
２万９６４�

３億４３６万円

３億２８５６万円

平成１３年度上半期

４万６０９０人

２５１．９人

１１万６６８０人

９３３．４人

３０億５６９万円

３０億４７９５万円

１９万６４５１戸

４４万５２６２人

１６万４４０７�
５５億８４１２万円

５０億６０９６万円

５４所

３万８２１０�
２万７６３�

３億４６５万円

３億１４９４万円

延 べ 入 院 患 者

１日平均入院患者

延 べ 外 来 患 者

１日平均外来患者

事 業 収 益

事 業 費 用

給 水 戸 数

給 水 人 口

１日平均配水量

事 業 収 益

事 業 費 用

給 水 事 業 所 数

１ 日 契 約 水 量

１日平均配水量

事 業 収 益

事 業 費 用

（前年度決算）

９万３５４８人

２５５．６人

２３万７２８人

９４５．６人

６２億６９３５万円

６５億６５１万円

１８万７９５９戸

４１万８７１２人

１６万１６３０�
１１３億２７３３万円

１０９億８３７万円

５４所

４万２５２６�
２万１５６１�

５億７７７０万円

５億９３２９万円

平成１２年度決算

９万１００３人

２４９．３人

２２万８４６０人

９３２．５人

６５億９０５６万円

６７億７８６６万円

１９万２５８４戸

４３万９７７５人

１６万２１２４�
１１４億３７５４万円

１０６億６８５７万円

５５所

４万１９２２�
２万 ８６�
５億８８７０万円

６億２１７４万円

年 間 入 院 患 者

１日平均入院患者

年 間 外 来 患 者

１日平均外来患者

事 業 収 益

事 業 費 用

給 水 戸 数

給 水 人 口

１日平均配水量

事 業 収 益

事 業 費 用

給 水 事 業 所 数

１ 日 契 約 水 量

１日平均配水量

事 業 収 益

事 業 費 用

平成１４年（２００２年）１月２５日 （４）

平成１２年度

決算の概要

図① 平成１２年度一般会計決算

平成１３年度

上半期の状況
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（５） 平成１４年（２００２年）１月２５日

行政コスト計算書

行政サービスの
費用など算出

確定申告相談会場
ご利用ください

申告書の受付も

震災による代替家屋

固定資産税など軽減


